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各種水準の推移

＊グラフの数値は、薬価を100としたときの税抜の各種水準（単位：％）
（ ）内は税込の水準

【データ】大手５卸売業者ごとにそれぞれの取扱全品目の加重平均値を算出し、さらに、その５つの算出値を単純平均した値
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「仕切価」は若干下落。
「割戻し・アローアンス」は若干縮小し、「最終原価」は若干上昇。
「納入価」は上昇し、「一次売差マイナス」は縮小。
「薬価差」は縮小し、「卸の粗利率」は若干上昇。

【仕切価】

▲０．１％
【最終原価】

＋０．４％
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【納入価】

＋０．７％

【一次売差マイナス】
＋０．８％

【薬価】
【薬価差】
▲０．７％

【卸の粗利率】
＋０．３％

＊図中の数値は、薬価を100としたときの税抜の各種水準の23年度と25年度の差

各種水準の23年度と25年度の差
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【データ】大手５卸売業者ごとにそれぞれの取扱全品目の加重平均値を算出し、さらに、その５つの算出値を単純平均した値
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【データ】 日本医薬品卸売業連合会

大手５卸売業者の売上高
による加重平均値

単品単価取引の状況
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薬価改定２年目で比較すると、
200床以上の病院は、５割強の水準で推移。
調剤薬局チェーン（２０店舗以上）は、順調に増加。
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